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療育センターひなぎくの開設について

令和６年３月１２日（火）
さいたま市発達障害者支援地域協議会

１ さいたま市療育の現状

（１）設置目的

総合療育センターひまわり学園は、
医療・福祉が一体となって障害児等
の早期発見・早期療育、障害に応じ
た総合的な療育、家族への支援及び
保育所・幼稚園等を含めた地域療育
への支援を行うとともに、障害者の
支援を行うことにより、障害児及び
障害者の福祉の増進を図る。

障害児総合療育施設
(通称：ひまわり学園)
昭和５８年４月開設

【西区】

療育センターさくら草
平成１９年４月開設

【桜区】

（２）設置場所

総合療育センターひまわり学園の概要
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２ 療育センターひなぎくの開設
医療と福祉が一体となって障害児の早期発見・早期療育、障害に

応じた総合的な療育等を行う、市内３か所目となる療育センターを
開設しました。

開設日
令和６年２月１日

３ 施設の概要
さいたま市療育センターひなぎく

岩槻区府内１−８−１

月曜日〜金曜日（祝休日、年末年始を除く）
【予約制】

９時００分から１２時００分まで
１３時００分から１７時００分まで

● 小児科
● 整形外科
● リハビリテーション科

〇 理学療法
〇 作業療法
〇 言語聴覚療法
〇 心理士による発達支援
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４ 療育センターひなぎく開設による効果

診察室・訓練室等の診療環境の拡充
地域の暮らしやすさを高める地域力の向上

１ 初診待ち期間の長期化の解消

福祉事業
（障害者生活支援
センター等）

通所施設
(児童発達支援センター等)

（

幼稚園
保育園
学校

区役所
（支援課・福祉課・
保健センター）

小児科医院
（地域の医療機関）

療育センター
ひなぎく

②地域の医療機関・福祉サービス事業者等との連携

公民連携型
支援体制の構築

療育センターひなぎくを軸として、地域の医療機関・福祉
サービス事業者等の東部地域全体の社会資源を拡充

①発達障害児・肢体不自由児に対する医療行為
診療及び外来個別訓練（公的医療機関による支援）

東部地域
療育体制の
重要なピース

（１）療育センターひなぎくの主な設備
診察室 ３室
訓練室 ６室
相談室 ２室
レントゲン室 １室

（２）地域力向上のための療育センターの役割

５ 療育センターひなぎく開設による効果

医療：ひまわり学園、
療育センターさくら草、
療育センターひなぎく

福祉：７か所の
児童発達支援センター等

２ 地域偏在の解消


